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　　　　 In　2012　Sophia　University　inhiated　a　new 　center 　for　language　teaching　and 　research ，　One　ofthe 　center
’
s　primary　areas 　of　responsibility

　　　　 is　the　teaching　ofmandatory 　English　classes ．　As　part　ofthe 　initial　planning　this　new 　center ，　a　research 　group　undertook 　an　extensive　on −

　　　　 line　alumni 　survey 　to　gather　data　on 　how 　S。phia　graduates　from　the　past　twenty　years　were 　using 　English　privately　and 　professionally．

　　　　 Although　on−linc　surveys 　are　regularly 　employed 　as　research 　tools　in　other 　fields
，
　their　use 　is　relatively 　new 　in　doing　second −

　　　　 language　needs 　analysis 　in　Japan．　Using　alumni 　data　to　improve　academic 　programs 　is　also　a　relatively 　new 　phenomenon．　Fhsしan

国鱒繋灘響灘鍛鑼灘講 難
　　　　 wil1 伽 sh 　at　the　begiming　of　March．　Because　the　survey　has　been　delivered　on 　line，　real　time　data　of 　survey 　results 　is　available 　and

　　　　 some 　initial　observations 　can 　be　made ．　A 　sign 丗cant 　percentage　ofrespondents 　currently 　working 　are 　using 　English　at　work （43％ ），　and

　　　　 using　English　in　a　productive　capacity ．　More　than　30％ were 　making 　presentations　or　lec加 res 　at 　work 　in　English　at　least　once 　a　month ，

　　　　 More　than　50％ reported 　using 　English　with 　clients 　or　external 　pa血 er　least　once 　a　month ．　A 　little　over 　60％ of 　respondents 　reported

　　　　 writing 　documents　in　English　at　least　once 　a　month ．
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1）egrees　of　Similarity　betWeen　Lexical　ltems　in　Native−speaker 　and 　those　in

　　　　　　　　Non −native −speaker 　English　Mental 　Lexicons

母語話者と第二 言語話者の 英語心内辞書における語彙項 目間類似度 の 比較
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本 研 究 は，英 語 母語 話者 （NS ）と第二 言語話者 （NNS ）の 英語心内辞書 に お け る語彙項 目間 類似度の 違い を解明す る こ と

を 目的 とす る。なお，第二 言語話者 は，英語語彙サ イズの 異な る 2群 （LARGE 群とSMALL 群）から成 る 日本人英語学

習者を取 り上 げる 。 NS 群 とNNS 群間で，また NNS 群 につ い て は 語彙サ イズ の 違 い に よ り，英語 心 内辞 書 内の 語 彙項 目

ペ ア の 類似度 に違い が ある と予想 され る。こ れ は ，心内辞書内の 語彙構造 に 関す る先行研 究 が ，NS の 方が NNS よ りも

語彙項 目間の 結び 付きを見出す る割合 が 高 く（Wilks＆ Meara　2002），第二 言語の 習熟度 の 高い NNS の 方が 低 い NNS よ り

も結び付 きを多 く見出す （Wilks＆ Meara，　2007）と報告 してお り，語彙構造 に お ける個 々 の 語彙項 目間の 類似度 につ い て

も同様 の 違 い が ある と考えられ る こ とに拠 る 。 本研究 の 被験者は各群 30人 （日本 人 英語学習者 は 熊本県内 3大学の 1

年生 〜3年生）で あ っ た。The 〜Vocabulary　Size　Test（Nation＆ Beglar，　2007）の 結果 か ら，　LARGE 群 の 平均語彙サイズは

6273．3 語，SMALL 群 は 4683．3語 で，両群 の 語 彙サ イズ は 1％ 水準 で 有意に 異な っ た。主データ収集 に は英単語仕分け

課題 を採用 した 。 被験者は 与 え られ た JACET8000 の レ ベ ル 1の 英語動詞 50語 を 自分 が 考 え る意 味 の ま とまりに グ ル
ー

プ分け した 。 収集 した主 デ
ータ の 計算 か ら得 られ た 群デ ン ドロ グ ラム 距離行列 に お ける語彙項 目間類 似 度 の 解析 か ら，

極 め て類似度が高い 語彙項目ペ ア の 頻度 には 3群間に 明確な 違い は検出されなか っ た 。
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